
 

 

 

 

 

 

主な活動地域 旧中主町、篠原学区、祇王学区 

日本共産党野洲市委員会   ２００５年６月２３日  №３６ 

日本共産党野洲市委員会は政策と見解を発表しました。小菅六雄さんの人柄と経歴を紹介します。 

１９５１年生まれ、５３歳。野洲高校卒。森下製薬労働組合薬理研究所支部書記

長、中主町保育園保護者会役員など歴任。１９７９年、２７歳で中主町議会議員に

当選。以後、中主町議を７期２５年。昨年１０月の合併で野洲市議会議員。現在、

野洲市水道運営委員会委員、野洲病院評議員、党湖南地区常任委員・県委員。 
（住所） 比江６６８－３  （電話） ５８９－４９７１   （家族） 妻、長男 

二
十
七
歳
で
中
主
町
会
議
員
に
お
送
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
以
来
、
二
十
七
年
間
、
住
民
の
み
な

さ
ん
と
運
動
を
す
す
め
、
切
実
な
願
い
を
議
会
に

届
け
て
き
ま
し
た
。
昨
年
一
〇
月
に
は
合
併
し
ま

し
た
が
、
新
し
い
野
洲
市
が
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
い
え
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
が
ん

ば
り
ま
す
。 

二
十
七
歳
の
と
き
中
主
町

会
議
員
に
お
送
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
時
、
町
の
行
事

で
他
議
員
か
ら
「
君
の
横
に

座
っ
て
い
た
ら
自
分
も
共
産

党
と
思
わ
れ
た
ら
カ
ナ
ン
」

と
言
わ
れ
、
私
の
周
り
の
椅

子
は
空
席
に
な
る
ほ
ど
の
政

治
風
土
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
二
十
七
年
、
住

民
の
み
な
さ
ん
と
切
実
な
願

い
の
実
現
へ
、
署
名
運
動
や

議
会
で
の
要
求
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
初
当
選

し
て
す
ぐ
に
、「
医
療
費
の
支

払
い
が
大
変
」
と
の
声
を
お

聞
き
し
、
議
会
で
「
高
額
療

養
費
の
貸
付
制
度
の
実
施
」

を
質
問
。
そ
の
結
果
、
す
ぐ

に
貸
し
付
け
の
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料

化
拡
大
で
も
、
み
な
さ
ん
と

と
も
に
署
名
活
動
に
。
こ
の

運
動
が
実
り
、
全
市
で
小
学

校
入
学
前
ま
で
の
無
料
化
が

実
現
し
ま
し
た
。 

切
実
で
道
理
あ
る
要
求

は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
共

同
の
運
動
を
す
す
め
れ
ば
必

ず
実
現
で
き
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。 

昨
年
一
〇
月
に
合
併
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
し
い
野
洲

市
が
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
よ

さ
を
継
承
し
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
市
政
に
な
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
が
ん
ば
り

ま
す
。
ご
支
援
を
心
か
ら
お

願
い
も
申
し
上
げ
ま
す
。 湖南地域振興局で桐山県議と、交渉

する小菅六雄議員 

日本共産党 
野洲市議会議員 

こすが  
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（２）                         

 １０月２３日投票で初めての市議会議員選挙が行われます。合

併に賛成した方も、反対した方も、「野洲市を暮らしやすいまち

に」という思いは同じではないでしょうか。市民のみなさんの願

いは、「福祉は後退させないで」「身近な『市民窓口サービス』を

充実して」など、共通しています。日本共産党は、市民が主人公

の立場で、みなさんの切実な願いの実現へ全力をあげます。 

 暮らしが大変なとき、また、合併後、新市のまちづくりをすすめるうえで

も議員の役割は重要です。 
 日本共産党は、市民のみなさんと署名運動を行い、議会でもくりかえしと

りあげて、子どもの医療費を小学校入学前まで無料化を実現させることがで

きました。一方、国保税や県下一高くなる介護保険料値上げに、日本共産党

以外の議員は賛成（１名は反対）しました。これからのまちづくりをすすめ

る新しい市議会には、市民の暮らし優先の議員が求められています。 

①市民の声を市政に届けること 

②市民の目線で市政をチェックすること 

③市民の願い実現へ建設的提案をすること 

○介護保険料・利用料の減額・免除制度を充実させます 
  誰もが安心できる介護保険制度が必要です。しかし、野洲市の保険料は県下市町で一番高いものになっ

ています。保険料・利用料の減額・免除制度を充実、特別養護老人ホーム待機者の解消をすすめます。 
 
○国民健康保険税を引き下げます 

高すぎる国保税の引き下げや医療費の減額・免除制度を充実させるとともに、保険証の取り上げや資格証

明書の発行をやめさせます。 
 
○住宅リフォーム補助制度をつくり、地域経済を活性化させます 
 個人の住宅リフォームに市が補助する制度です。県内でも多くの市が実施しています。地域経済、特に
不況に苦しむ地元業者の仕事確保に大きな役割を果たします。 

 
○「市民窓口サービス」や分庁舎機能を充実させます 
  市民にとって一番身近な「市民窓口サービス」や分庁舎（旧中主町役場）が不便では困ります。権限の

拡充と適正な職員配置で、市民の要望に応えられるサービスに充実させます。 
 
○自然と環境を守り、住んでよかったまちづくりをすすめます 

○食糧と農業、地場産業の振興をはかります 




